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1. 細 菌

l)狸紅熱多発要因に関する調査研究（継続）

本県に多発する狸紅熱の発生要因を溶連菌の疫学像並

びに感染と免疫との関係から解析するとともに，溶連廂

感染を契機とするリウマチ熱，腎炎などの続発疾患の発

生についても調査し，これがその予防対策に資すること

を目的として昭和47年度から本研究を実施してきた．本

年度は昭和51~54年度に秋田県内住民469名から採取し

た血清を用い， T凝集索を指標としたA群溶連菌の血清

疫学調査を実施した．その結果， T凝集素保有率が加令

と共に上昇し， 10~15オ群で85~86形のプラトーに達し

ていたこと，県内においてもA群溶連菌の侵淫性に地域

差があることが明らかになった．

また，本年度県内で分離された溶連菌の菌型調査と A

群溶連菌の薬剤感受性試験を行なった．その結果， A群

溶連菌の分離率が最も高く，次いで群別不明溶連菌， C

群， G群， B群溶連菌というた順）ヤであり， A群の内で

は， T12型， T4型， 1‘刃1J別不明， B 3264型といった順

片に分離率が高かった． A群溶辿菌の薬剤感受性試験成

糾では， T12型菌の薬斉Il耐性歯の減少， T4型菌の多

斉ll耐性菌の存在とその他の1‘l仇紺の薬剤耐性菌の増加か

観察された．これらの詳細は本誌調査研究の部 (P57 

とP61)で報告する．

2) プドウ球菌食中毒の迅速検査方法に関する調

査研究（継続）

細菌性食中毒として胴炎ヒ‘フリオ歯について発生頻度

の高いブドウ球菌食中毒について，腸管毒素エンテロト

キジンを原因食品から直桜，迅速に検出する方法を検討

するために昭和47年度から実施してきた．本年度は， C2

型エンテロトキシンの精製を行ない， C2型エンテロトキ

シンの高度免疫血清を作成した．また，アフィニティー

クロマトグラフィーにより， A,B, C2型高度免疫血

清を精製し，逆受身赤血球凝集阻止反応の条件等につい

て検討し，昭和55年度から試験的に使川することとした．

3) サルモネラ菌の生活環境内汚染実態に関する

調査研究（継続）

最近，サルモネラ菌による食中毒を含めた感染症の増

加傾向がみとめられ，家畜や家禽・食肉や鶏卵，或いば河

川や下水などの生活環境内のサルモネラ菌汚染が年々進

捗していることから，本県におけるその実態を明らかに

し，今後の対策に資するために，昭和50年度から本調査

科

を開始した．

本年度はと畜場汚水，終末処理場生し尿，生下水の継

続調査と食肉の汚染状況を調査した．得られた成績は，

と畜場汚水，生下水からのサルモネラ菌検出率の上昇と

菌型の多様化，また食肉においてはその18彩が汚染され

ていたことなどである．詳細は本誌調査研究の部 (P65)

で報告する．なお，腸チフスおよびパラチフスBの汚染源

に関する調査（特別対策事業）についても本誌 (P71)

で報告する．

4) 百日咳流行予測感受性調査（継続）

混合ワクチンの接種事故が発生したことから，昭和51

年6月に予防接種法が改正され，混合ワクチンの集団接

種年令が2オ以上に引き上げられた．その後，各地で百

日咳患者の多発傾向が報告されたことから，本県におけ

る百日咳患者の発生実態と県内住民の百日咳菌に対する

免疫保有状況を調査し，これかその予防対策に資するこ

とを1=1的として昭和50年度から本調査を実施してきた．

本年度は百日咳患者の血清学的病原診断と五城目町の O

~10オ1での小児の百日咳流行予測淵社を実施した．そ

の結果，百日咳又は百日咳と疑われたものは 3オ以下の

低年令層で83.8%と大部分を占めていた．また，流行予

測調査では， 0~3オ群の抗体保有率は顕著に低率であ

り，今後の百日咳菌の侵襲が進行する可能性があると考

えられた。詳細は調査研究の部 (P51)で報告する．

5) ジフテリア流行予測調査（継続）

伝染病流行予測事業の一l悶として，県内住民から採取

した血盾中のジフテリア抗占索ftlliを測定し， ジフテリア

に対する免疫度を解析することによって，今後のジフテ

リア流行を予測する資料とするために，昭和51年度から

本調査を実施してきた．本年度は五城目町の 0~10オの

小児を対象にして本調査を実施した．その結果 0~1 

才群では 5％と低ジフテリア抗齋素保有率であったが，

ワクチン接種年令の 2~3オ群から保有率が加令と共に

I昇していた．また，ジフテリアの免疫獲得はワクチン

接柾に依存していることが確認された．詳細は調査研究

の部 CP 77)で報告する．
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2. ウ ィ Jレ ス 科

1) ウイルス感染症の病原分析に関する調査研究

（継続）

ウイルス感染症の病原を的確かつ迅速に診断，把握す

る必要性は，以前にもまして高まりつつある．これは地

域住民の感染症に対する意識の向上とともに，複雑多彩

な病症を示すウイルス感染症の病原診断が必要となって

きたためでもある．これらニードに対応するため，従来

の検査法に加え微量中和試験法を導入し検査体制を強化

するとともに，微生物感染症定点観測調査で収集された

データを解析し，予防対策に賓してきた．昭和54年度の

調査成績は表 1のとおりであった．一般病院からの病原

分析では脳炎，手足口病，心筋炎，風疹，麻疹，まひ，肺

炎など多種にわたり，血清診断が主であったがペア血清

の採取は30％であった．今後急性期血泊のみでの診断法

の開発がのぞまれた．流行した疾患からの病原分析では，

春はインフルエンザA凡型による集団かぜ，夏はコクサ

ッキーA-lO型によるヘルパンギーナ，秋はコクサッキ

-A-16型による手足口病，冬はロタウイルスによる乳

幼児の下痢症と集団発生した昭吐下痢症，及びインフル

エンザAH1型と AH3型の検出が主な病原であった．

2) p区吐下痢症のウイルス学的研究（継続）

県内に多発する非細菌性急性胃腸炎の病原検索を主な

る目的として，定点観測調査で採取された下痢症患者49

名の党便及び一部血清について，病原を検索し以下の成

績をえた．ロタウイルス18名36.7鍬アテノウイルス 2

名4.0鍬サルモネラ 2名4.0忽病原大腸菌 1名2.0%

が検出された．

また， 55年2月大館市を中心に集団発生した咽11：下刷

症食中毒では29人中11名37.9形に30~35nmの粒子が検出

された．このように咽吐下痢症の病原は多種多様である

ことか解明されつつある． ヵ， ロタウルスの生態学的

一環として，犬血清中の抗体保有状況を調査した．詳細

は本誌］で別報する．

3) エンテロウイルスの疫学的調査研究（継続）

エンテロウイルスの血清診断を迅速かつ適確に実施す

るための検査法を開発することを目的として行った．

PHA試験に供する精製ウイルスを濃縮精製する手法と

して以下の如き方法がすぐれていることかわかった．す

なわち，ェコー 9型ウイルス・JINET細胞の培養系

をモデルとして，水性二屑分配法（ポリエチレングライコ

ール・デキストラン硫酸塩）を応用した濃縮組成系を

比較検討した結果，ポリエチレングライコール 5%・デキ

ストラン硫酸塩3形での分配系が最もすぐれたウイルス

回収率を示し，ウイルス精製方法として至適であること

がわかった．また同調杏の一環として， 54年度に再度流

行した手足口病の病原検索成績，及び， 53年度に侵襲し

たエコー21型ウイルスの疫学的調査研究についても本誌

上で別に報告する．

4) ポリオウイルス流行予測感染源調査（継続）

昭和54年度の本調西は54年7月24日五城目町， 54年6

月29日角館町において実施された．すなわち，両地区に

在住する 0~6オの小児を対象に災便を採取した．被検

数は合計］47検体，分離されたウイルスは，ポリオ I型

3株，ポリオ lI型3株，コクサッキーB • 5型14株，工

コー 3型5株，アデノ 4株，コクサッキーB• 1型2株

であった．分離されたボリオウイルスはワクチン由来株

と推定された．詳細は本誌上で別報する．

5) インフルエンザウイルス流行予測感染源調査

（継続）

水調査は庄団かぜの病原ウイルスを早期に検出する日

的で， 54年4~6月， 10月～12月および55年 1~3月ま

での 9カ月間断片的に実施された．その結果54年4, 5 

月は前年度の余波でAH1型が分離された． 55年2月から

集団かぜの流行がはじまり，病原はAH1とAH3型によ

るものであった．以前は学校の冬休みあけと同時に大流

行するのか一般的パターンであったが，ここ 1, 2年の

傾向は春休み明けの 4,5月にも流行が継続するケースか

多くなった．また，病原ウイルスも単独ではなく，タイ

プの異なる 2柾以上のインフルエンザウイルスが同時期

に流行するなど，インフルエンザウイルスの流行界にも

新しい傾向が進展しつつあるようである． 55年前期の流

行状況について本誌で別恨する．

6) 日本脳炎流行予測調査（継続）

7 ~IO月にかけて秋IU畜産公社で採取した生後6ケ）J

前後の県産と畜豚439頭について日脳ウイルスの汚染度

を調査した．平均HI抗体陽性率は 23.9％で， 9月中旬

から陽性率か急上昇した．また， 2MEー感受性抗体の

出現は8月下旬からであり，これらを判断すると，県内

に日脳ウイルスが侵入した時期は 8月第 1週前後と推定
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された．しかし，本年の日脳ウイルスの侵襲は例年に比

較して中規模程度であったと考えられた．詳細は本誌上

で報告する．

7)動物及び鳥類のインフルエンザウイルスに関

する調査研究（継続）

(1) 1977~1979年．豚血消563検体と人血清288検体

を被検対象とした血清疫学調査により，豚インフル

エンザウイルスが，県内では地域的に限局して，豚

表1. ウイルス感染症の病原検索実績

検 体

保健所・衛研 般病院

被検患者数 98 名 30 名

呼 ① インフルエ ① マイコプラズマ

吸 ンザウイルス : 11名

器 : 57 惹 ② インフルエンザ

系 診断病原
R R ウイル ウイルス： 6名
ス： 4名 R パラインフルエ

疾 ンザウイルス

患 : 3名

被検患者数 23 名＊＊

発
- ~..,.  

疹 慮麻疹ウイルス： 3 嘉
: コ3 畠純クサッキーA・性

診断病原 ウイルス： 1名
疾 冒眉ヘルペスウイル
患 ス： 1名

系脳 被検患者数 16 名

疾神
----・-・ - - -

① ムンプ スウイルス

患経 R：晶髯、ルペスウイ
ルス： 1タ

被検患者数 29 名 1 名

屑
／一 ～一

@ 30~35nm ， 粒子： l1名診断病原

~ ~ 

被検患者数 10 名＊ 3 名
そ

① アデノウイ）レス
の

: 1名
他

の 診断病源

疾

患

合
被検患者数 137名 73 名

診断病原
72名 32名

計 (52.6 %) (43.8 %) 
＇ 

採

に侵淫しているが，人にば波及伝播していないこと，

及び，香港かぜ型ウイルスが，人流行後の主要な保育

宿主の 1つとして，豚間に広域的に伝播波及してい

ることが明らかとなった．しかし，ソ連かぜ型ウイル

スの豚への波及は確認できなかった．詳細は本誌上

で報告する．

(2) 1979年11月，大潟村及び山内村で狩猟された｀かも”

から520検体の材料を採取しA型インフルエンザウイル

スの検出調査を実施した．そ0涼吉果，約1唄末のHA活性

のあるウイルスを検出した．詳細は次号の所報で報告する．

取 機関 合 計

診 誓決
微生物感染症定点観測 定（％

207 名 335名

I インフルエンザウイルス : 36名
百日鷹菌 : 30 II 
脱管 ウイルス : 19 " 
アデノウイルス : 14,, 

210名パラインフルエンザウイルス : 9 " 
A群連鎖口贋 : 5 " (62.7 %'. 
その他の 球菌 : 12 " 
マイコプラズマ : 2,, 
単純ヘルペスウイルス : 1 " 
S.aureus : 1 " 

120 名 143 名

［ コクサッキーA・16ウイルス : 17名
麻疹群ウイルス : 1 5” 

そAの連他鎖の連球鎖菌球菌 : 8 " 65名: 9,, 
水痘ウイルス :~ 3 /9 (45.5形）
脱狩系ウイルス : 2 " 
アデノウイルス : 2 " 
パラインフルエンザウイルス : 1,, 

17 名 33 名
----------・・-

① Jヽ ンプスウイルス : 15名 18名

(54.5形

71 名 101 名

［ ロ‘ ウイルス : 18名
ilt ヘルペスウイルス : 1 2” 
アデノウイルス : 5 " 54名
腸管系ウイルス : 4 N 

(53.5 % サルモネラ園由 : 2 " 
病原性大脱 : l " 
インフルエンザウイ）レス : I " 

ョヽ一

32 名 45 名

［ アデノウイルス : 3名
ロタウイルス : 2 " 
インフルエンザウイルス : 2 N 13名
腸酋系ウイルス : 1 " 

(28.9 %) つつが翡 : 1 " 
A群連球菌 : 1” 
S.aureus : 1 " 
単純ヘルペスウイルス : 1 " 

447 名 657名

256 名 360名
(57.3 %) (54.8 %) 

ー^

＊胄・サギ（自然保護課からの行政依仙）， ＊＊風疹免疫保釘検西除く．
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3. 食 品

l)有害化学物質の汚染に関する衛生学的調査研

究（継続）

a.人体脂肪中のPCB蓄積量調査

目的

これまでの調査により PCBの人体内蓄籾は，量的な

面から見ると減少傾向にあるが組成面からみると毒性か

強く蓄積［生が高い五塩化物俎相変らすその主体をなして

いる．本年も調査を行い健康管理に資する．

実績概要

°検体母乳，人体脂肪

°実施件数母乳8件，人体脂肪11件

。結果調査した全検体から PCBが検出された．

母乳当り最低0.002ppm,最高0.006ppm，平均 0.0

04土0.001ppm,人体脂肪最低0.28ppm、最高1.97

ppm,平均 0.85士0.42ppm. 

b．人体脂肪中の残留展薬蓄積調査

目的

これまでの調査から有機塩素農薬，特にg-BHCの

減少ぱ見られない． DDTにいたっては増加の他＇｛向が見

られるのでその実態を調査し健康管理に資する．

実績概要

0検体母乳，人{N]旨肪

0実施件数母乳8件，人体脂肪11件

。結果母乳fi-BHC 最低0.021ppm,最

高0.13PPm,平均 0.063士0.032ppm. DDT 最

低0.009ppm,最高0.071ppm,平均 0.043±0.019ppm. 

人休脂肋/3-BHC 最倶0.70pprrし，最高2.17ppm, 

平均1.22士0.49.DDT 最低 0.29ppm,最高 7.2ppm, 

平均 3.02±2.14ppm. 

C. 人体脂肪のPCT等菩積調査

目的

PCB,残留農薬などとの複合汚染についても指摘さ

れているので胴杏してきたI)ゞ ， これまでは検出されてな

ぃ．今後ともその実態を調査し健康管理に資する．

実績概淫

0検体薗乳，人体）J旨肪

0実施件数母乳8件，人体脂肪11件

。砧果今回も全検体不検出であった．

d.合成樹脂製容器包装に伴なう有害化学物質の調査

目的

合成樹脂製容器包装の利質中に酸イじ防止剤安定斉IIとし

て使用されている BHT等の実態を調査し，安全確保に

資する．

実紀概要

0実施件数 21件

。結果 資料として (P143~144)で報＇古する．

衛生科

。検体主にポリプロレン系樹脂製容器包装

e. 食品中の環境化学物質の実態とその摂取塁につい

て

イ）日常食品中の重金属量と人体摂取翌について

目的

日常食品中の重金属の含有量を調査するとともに摂取

量の実態を明らかにし，安全確保に資する．

実績概要

0検体 東由利町，雄和町で春，秋の2回陰膳方

式で得られた 1日分全食吊（主食，澗食別）

0実施件数雄和町春20件，秋18件，東由利町

春20件，私18件

。結果表に示す．

口）日常食品中の硝酸塩，亜硝酸塩とその摂取量に

ついて

目的

胃癌との関連で疑いを持たれているニトロソアミンに

ついて，その生成の一方の物質j原と口される硝酸塩．而

硝酸の含有量を調査し，実態を把握する． （栄養科と共

同研究）

実施概波

0検体飲料水，栽培野菜，陰膳方式で得られた

1日分全食品（主食，副食別）

0実施件数

飲料水雄和町5件，東由利町19件

野菜等春秋で雄柏町59｛牛，東由利町61件

日常食春秋で雄川町38（牛，東由利町38件

。結果次年度に報告する．

f. 71<銀の人体摂取量について

目的

日常食品から摂取される水銀量の実磁を明らかにし，

安仝確保に資jる．

実績概要

。検体陰膳方式て得られた 1日分↑食祉（主食，

剛食別）

0実施件数 日常食18件（男 8件，女10件）

〇岱古果 1日『l［取星男8名最低26μ ぃ最

嵩97．リpg,平均27.7土30.4四・女10名，最低 33 μg. 

最高 30.1μ g,平均 13.8士9.1μg. 
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食事中 (1日分）の重金属摂取量（了ニi5)

I 
銅 く叩＞ 亜鉛＜哨＞ カドミウムく窟'I> 鉛く叩＞ マンガン ＜呵＞

米飯 I副食I冒取量 I米飯 副食 I信取量 1米飯 1副食 l冒取量 1米飯 1副食冒取量I米飯 I副 食 I総摂取量
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士O.GlI _i_ 0.01 
ーロ

0.02 I o.o:3 : 

士0.01|上 0.(lll □6 
土0.01 士0.02

里

ロ
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土0.15I士o.90I土o.95I土1.02I土1.68I士 2.19I土0.01
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東
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利

町

ー，士0.02 土0.02I+ 0.68 』 0.43l+0.98 
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二士0.02 土0.02 土―l]6-::+-0.58 土1.36

0 (]0 0.02 0.03 2 84 1 3.53 6.38 
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4. 衛 生 化 学 科

1)放射能調査（継続）

目的：核実験による放射性降下物の環境への影響を調

森し，また空間線量 (r線）を常時観測することにより，

県民の安全対策に資するものである．

結果：全¢放射能は雨水が 167件，土壌，農畜産物が

14件，空間線量はシンチレーションサーベイによるもの

が12件，モニタリングポストが周年辿続測定である．また

9DSr, 137Csの核種分析を11検体について，更に牛乳中の

131 Iを6検体について分析を行った． 詳細は資料・報

文の部で報告する．

2)温泉の適正な利用に関する調査研究

（玉川温泉について）

A, 目的

温泉内容変動の実態を把握するため，昨年度に引き続

き，玉川温泉について調査した．

B,調査概要

調査は，玉川の大噴において温度測定，採水を行い，

大噴より約 100m下流にある既存のトイを用いて湧出量

を測定した．

測定は融雪時の 5月から，降雪期前の10月まで，毎月

一回行った．測定項目及び結果は表 1に示す．なおこの

調査は新たに放射能成分を加えて，引き続き次年度も行

うものである．

3)地熱開発地域環境調査

昨年度に引き続き，八幡平地区及び小安，秋の宮地区

の温泉を対象に，地熱開発の影響について調査を行った．

測定はいずれも 5月， 8月， 10月の年 3回とした．結果

は以下に示す．

表 1．董川温泉 (54年度）

月 温 度 蒸発残留物 PH 導電率 s 04 C {! F As Af 湧出量
ド

5 97.5 3,827 1.28 35.00 3311 3173 95.9 l. 7 3 205 11,800 

6 99.0 4,221 1.24 34.95 3145 3191 90.7 3.!i8 186 12,600 
—~ 

7 98.0 4,320 1.12 35.70 勿75 3227 76.3 2.87 181 12,300 
] 9 ←…-l -• l 

8 98.5 3,871 1.00 35.40 2574 3191 95.0 2.36 176 11,100 

， 98.5 4,255 1.12 35.15 2133 3173 82.5 1.09 175 11,700 
_, l -- ----- l 

10 98.0 4.161 1.05 35.25 2652 3209 92.5 2.75 186 12,800 

表2. 地熱開発地域環境調査（八幡平地域）

冨□PH 湧出口｀一喜電導度弓喜見ら硫化水索砒糸 弗索ホウ酸
（℃) （f瓜in (mg/t） （叫m ）(mg/t) (rng/£) (mg/f) (rng/£)I(mg/f) (mg/f) 

後 1 

I|こ 2 
＇ 
掛 3 

l v 

蒸 I 

／ ~/· 一1,473 ／ ,.~ 
の 2 96.0 2.1 3,625 755 " ／ ／ trace 不検出 22 

湯 3 95 5 2 1 / 1,355 3,730 788 II こ 99 

” 14 
l -

澄伝 1 92.5 2.8 1.1 863 4,360 322 99 ／ 1.12 II 16 
~一

0_) 2 71.0 3.0 15.9 804 1,635 336 II ／ 不検出 0 28 14 

JI I 愚 3 58 0 34 9.3 547 6,625 251 N 1/  99 0.15 8 
—-— 
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m ＂ ｀・•• ---1 ・".”―~—a•一→ー•--•ー．．．．．．．．．

口澄酸^
1 69.0 2.1 12.2 2,085 4,220 1,083 trace 0.03 不検出 8 

の 2 71.0 2.0 12.4 1,997 4,475 1,303 II ／ 0.01 II 8 
湯 ＇ 
川ジ 3 70.0 2.0 8, 5 2,121 4,525 1,288 I/ ／ ／ 0.01 0.05 7 

大 ] 57.5 6.5 53.3 302 350 8 II ／ 0.11 不検出 6 
l l --

／ 2 57.9 7.2 29.5 332 418 6 II 不検出 0.21 10 

沼 3 58.0 8.I 17.9 373 422 6 ” ／ 0.02 0.21 8 
→… 

銭 1 72.0 7.7 3.8 737 918 69 99 ／ 2.17 2.00 119 
~ ~ 

2 72.5 8.1 3.7 718 9]5 73 92 ／ 1.04 2.82 102 
JII 3 70 0 7.6 2.8 727 932 73 89 ／ 1.20 2.86 」09

銭 1 52.0 7.1 8.4 575 748 74 92 ／ 1.98 ィ汁検出 102 

JII 2 54.0 7.5 6.8 545 706 75 85 ／ l.62 0.37 99 

（新） 3 52 0 7.6 62 539 72] 70 82 ／ / 2.41 1.54 78 

/)．丁トJヽー 1 46.5 2.7 145 387 1,160 216 trace 6 0.11 0.04 16 
マー’ ― .. ＿→一▼ー『F→ ... --

2 47.5 2.6 93 3 462 1,165 229 99 8 0 14 0.14 ， 
—~、

J I I 3 47.5 2.7 80 1 397 l,205 221 99 8 0. 1 6 0.07 l () 
----- 一一 ----・--・----

／ / ~ ~ ~ ~＇~ / ~ ~ ／ 
- --

心 l 48.5 80 14.5 397 546 53 71 0 76 1 07 57 

＇ 
r--------^ ~…ふ— ---------

2 4 8. 3 8 3 15.3 400 566 51 7l 0 59 1.28 60 
----・ ’`~  

張 3 18.0 8.4 l4 5 115 565 46 71 //  0.81 1. 4 6 55 
--

／ 
／＇ 

/／ -
卜 I 7.3 533 6 1 9 42 121 2 94 0.99 172 

F---―--- ---
ロ 2 76.4 7.4 325 397 39 71 1、81 0.75 96 

コ 3 80.0 6.7 こ／／ 24 6 306 
・-------~-----------―--

25 53 ／ 1.46 0.22 58 

人3． 地熱開発地域闊'li鉱凋点（小安，秋の宮地域）
-- --

晶 良 湧出贔

'̀ 
堪導疫

硫]') 

塩索 硫化水索砒索 弗索 ホウ酸
PI-I 

(mイg ・-・・ 
イ］ ンf

（℃） (t/min) (I1り／m） ・（雙へ・・£)(mg/ 1!) (mg／心＿_(-Ill_仁心(rng/ e) 

奥 ll 705 5.1 8.5 942 1,935 166 284 24 不検出 0 49 7 
一—

--- - - - -

2 79 9 49 76 1,025 1,390 159 291 144 99 0.38 6 
-ヽ— →一 ---- -- --- ----- -- -- --------』— ` • 

且I 3 77 5 49 85 959 1,115 167 280 4 4 99 0.25 JO 
・- ---

盟 l 55.0 26 96 547 J,4:10 226 trace 4 99 ィく検出 ， 
一~

明 2 70.5 25 52 869 2,550 359 99 1 99 0 08 15 
,_••—· 、- -- ---------- I--•~•--•s~—-—— - -- -

館 3 69.5 22 9 1 1,253 3,645 814 99 2 99 不検出 15 
r • • ·~---.・ -・~， ---->・・ - ------ .. 

小 I 59.0 2.6 18.0 570 1,670 287 99 4 99 99 7 
. -----・- --- •-- -— ← ーー ・ ー・--・

2 64.0 2.6 4 4. 4 440 1,410 253 99 2 99 99 JO 
----

椋 3 59 5 26 20.fi 627 1,680 400 99 2 99 99 20 

し、 1 77.5 89 65.0 147 168 ， 99 ．9—．ど~ ’ ~ ど~9＇ / ~-~ ~~_, ・_9-' 
0.01 99 7 

こ ---•· -- ---------』』- --- - -- ~---- -

し‘ 2 74.2 9 () 69 6 ]90 170 12 9999 0.01 0.08 2 
の ------ ----- ·-ー―~~＿一

／ 村 3 75 5 92 53.3 166 152 10 99 0. 0 1 () 18 4 
一― ----』•一 -------- - --
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多 1 99.0 9.0 ／ 959 1,320 158 241 ／ 0.37 3.14 15 
郎
2 98.9 8.7 ／ 998 1,315 154 238 ／ 0.34 2.84 15 兵

衛 3 98.5 9.0 ／／  1,007 1,315 154 241 ／ 0.36 1.80 15 

鶴 1 57.5 7.4 / 525 737 89 142 ／ 0.14 1.17 4 

泉 2 80.0 7.7 / 660 858 106 145 ／ 0.16 3.00 11 

荘 3 78.0 8.0 ／ 606 805 101 153 ／ 0.23 1.20 ， 
大 1 96.5 9.0 23.4 874 1,195 123 216 1 0.24 1.87 29 

2 97.2 9.2 26.1 906 1, 1 70 128 216 4 0.23 2.90 11 

陽 3 97.0 9.2 26.5 925 1,170 119 220 4 0.25 3.20 13 

I-Lヽ-・ 1 69.5 6.7 ／ 1,3,19 2,365 59 trace ／ 0.01 0.69 12 

の 2 72.5 6.9 I~ 1,438 2,395 63 II ／ 0.21 0.86 13 

湯 3 69.5 6.9 ／ 1,325 2,330 59 II ／ 0.26 0.79 12 

湯 1 51.0 6.5 9.3 601 687 6 /I ／ 不検出 2.91 22 

／ ／ の 2 52.5 7.0 4.1 553 715 trace II II 3.20 10 

又 3 53.0 6.8 7.4 568 699 ” 
II ロ99 2.32 35 

稲 1 63.0 3.4 581 79 200 33 ” 
II 不検出 10 

！ 

／ 
2 61.0 3.6 621 114 198 42 II 99 0.10 3 

住 3 69.0 3.6 857 115 183 33 ” 
99 不検出 4 

5. 環 境

1)重金属汚染の環境医学的調査研究（継続）

目的

有害重金属類が環塙汚染を通じて健康に及ぼす影響を

調査し対策に資する．

調査概要

カドミウム汚染地域ならびに非汚染地域の仕民を対象

として血液，｝成，食餌の重金屈量を測疋し，その結果を

検討した．

2)県内不適飲料水の調査研究

目的

横手盆地におけるマンガン過剰による不適飲料水の渦

杏を行い，水辿水の維持管理や水道行政の推進に資する．

調西概嬰

横手盆地土壌の分析結果

横手盆地15地点のボーリング土壌を入手したので，分

析し検討を加えた．しやく熱減量と水溶性マンガン，PH

と水溶性マンガンとの間に相閲がみられた．又乾燥土壌

の色調と，その他の測定項目との間に特別な関連を見出

衛 生 科

し得なかった。詳細は資料・報文の部に報告する．

横手盆地泥炭の分析結果

横丁盆地で得られた泥炭，囮元性土壌，酸化性土壌，

ならびに地卜水を分析し検討を加えた．泥炭中にマンが

ンは少なく，還元性が大でPHが低いことから，泥炭は

マンガンの直接的供給源とは考えられす，遠冗性或いは

PHに干与するものと考えられる．詳細は資料・報文の

部に報告する．

3)廃棄物中の有害物質及び放流水等の検査結果

一般家庭から出るごみや産業廃棄物の量は年々増加す

る傾向にあり，この処理は大きな社会的問題になってい

ふ廃棄物の処理が円滑に行われないと，それが直ちに

l悶境の行染や破壊につなかるのは論をまたないところで

ある．行政而における重要な事業として，その監視指導

がなされており，我々は行政依頼を受けて，こヽ数年来

次のような試料について測定を行って来た．

l，産業廃棄物埋立予定地周辺潅漑j廿水

2,有害物質排出事業所の汚泥鉱さい溶出および全量

3' ごみ処理施設放流水
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4, ごみ処理施設残灰組成及び残灰溶出

5'一般廃棄物埋立処分地浸出液

6,環境保全センター浸出水及び放流水

対象施設は県内に散在し，試料は管轄保健所の環境監視

指導班員が採取し，当所に運搬したものである．

測定結果をみるに大部分は問題のない数値と見られた

が，数例に重金属含量の大きいものが見られ，今後の監

視指導が大切であることを示していた．産業廃棄物埋立

予定地周辺潅漑用水を除き，詳細を資料・報文の部に報

告する．

6. 

1)脳卒中多発要因に関する研究（継続）

成 人 病 科

a.糖代謝異常と高血圧合併の脳卒中発生におよぽす

影響に関する研究

目的：脳卒中は高血圧を拮礎として発症する．脳卒中

のうち，増加している脳硬塞の発症は，高血圧に加え動

脈硬化の発展が関与する．糖代謝異常者に多発する脳硬

塞の発症要因を解析し，その予防に役立てる．

方法：上記目的を達成するため，部落別単位に30歳以

上の男子住民を対象にブドウ糖負荷試験，血液生化学検

点を実施する．

淵査地区：南秋田郡JI川町，本i十市石沢地区．
実施人員：井川町94名（女性8名を含む），本荘市伍

沢地区39名（女性 l名を含む），｛「令30~69歳．

実施期間：井川町一昭和54年10月25日～27日，本荘市

石沢地区一昭和54年11月8日

結果：表 1～表 2のとおりである．

表1

昭和54年井川町GTT (50 g Glucose負荷）男86名

こ 例数 尿蛋り N* B * D * （土）以
ー一 し← ~一

名 名 ％ 名 ％ 名 ％ 名 ％ 
30~39 26 6 23.1 20 77.0 4 15.4 2 7.7 
40~49 19 4 21.1 13 68.iJ 6 31.6 0 -
50~59 21 3 14.3 12 57.1 7 33.3 2 9.5 
60~ 20 3 15.0 11 55.0 7 35.0 2 10.0 

計 86 16 18.6 56 65.1 24 27.9 6 7.0 

* N:正常型 B：境界型 D:糖尿病型
表2.

昭和54年本荘市GTT (50 g Glucose負荷）男38名

こ例数尿蛋白 N* B* D* 
（土）以上

---—•— .. 

名 名 ％ 名 ％ 名 ％ 名 ％ 
30~39 10 

゜
-- 1 0 100.0 

゜゜40~49 13 2 15,4 12 92.3 1 7.7 

゜50~59 6 

゜
5 83.3 1 16.7 

゜60~ ， 3 33.3 5 55.5 3 33.3 1 11.1 
計 38 5 13.2 32 84.2 5 13.2 1 2.6 

b.動脈硬化の促進要因に関する研究

目的：本県農村住民の血清リノール酸／オレイン酸，

リノール酸／パルミチン酸の比は他に比較して高値を示

す．これが栄養摂取状況とどんな関連をもちながら動脈

硬化の発展に影響するのかを検討する．

方法：昨年に引き続き，井川町と本荘市石沢地区で30

歳以上の男子住民を対象に，血圧，肥満，血液生化学と

栄養に関して追跡調査を行なう．

結果：資料の部で報告 (P185~187) 

2)高血圧，脳卒中の健康管理方法に関する研究

（継続）

a.脳卒中予防のための健康管理方式に関する研究

目的：現在，脳卒中対策における課源は，脳硬塞の予

防と中年期男子の脳卒中発生率を減少せしめることであ

る．脳硬塞対策のためには，従来の検診対象年令(30歳以

上）に加え，若年令層（20歳代，中学生）への拡充をは

かり，検診項目も血液生化学検査を加え，検診管理方式

の確立につとめる．中年期男子の脳卒中予防には，組織

的な検診，管理を展開する方法を検討する。

方法：咋年に引き続き， 30歳以＿卜の術即器精密検診（

従来の検診で要治療となっている者，要菅理となってい

る者の追跡，未受診者およひ新30歳になった者を重点に

行ない，一部20歳代や中学 3,;_|上•生も行なう）．高度高血

圧者検診，脳心事故発症者を訪問により発症状況調査を

行ない，検診後の指導に力を入れて行く．

調査地区：南秋田郡井川町，本荘市（石沢，北内越地

表3. 昭和54年循環器検診受診者の管理分類
--

地 区 性 例数 O* I * JI * m * 
――←  -・ 

名 名 名 名 名

JI川町 男 522 196 63 54 209 
女 698 345 69 62 222 
計 1,220 541 132 116 431 

本荘市 男 423 163 50 45 165 

（：内:)

女 517 249 59 36 173 

計 940 412 109 81 338 

*O:異常なし I ：経過観察 Il：要指導（要注意）

lII:要治療（要安静と入院加療を含む）
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表4. 昭和54年高度高血圧者検診受診者の管理分類

地 区 性 例数 o*I I*I rr*I rn* 

男 304 I 159 I 47 I 28 I 70 

本荘市 I女 I139 I 89 I 14 I 9 I 27 

叶 I413 I 248 I 61 37 I 97 

表5. 脳・心事故発症を疑がわれる初回調斉訪問

（再発を含む） S54年1月～12月

帖報区分
年齢区分 計

情報 通報 レセプト 死亡票
—a 

30~39 1 l 
40~49 1 1 

50~59 1 1 2 
男 60~69 2 1 3 

70以上 1 4 8 13 
l 

計 4 l 5 10 20 

30~39 

40~49 

50~59 1 1 2 
女 60~69 1 1 2 

70以上 2 1 3 6 

L計 3 2 5 10 

合 計 7 1 7 15 30 

区は全住民，その他の地区は高度高血圧者）．

実施人員：井川町 1,221名， 井川中学 3年生 104名．

本荘市，石沢・北内越地区で941名．石沢中学 3年生51

名．その他の地区で443名．

井川町脳心事故発症を疑がわれる初回調査訪問（再発

を含む） 30名，脳心事故発症者の追跡調査訪問 8名．

実施期間井川町一昭和54年4月11日～20日．本荘市

石沢・北内越地区一昭和54年9月6日～12日．その他

の地区一昭和54年7月23日～25日．脳心事故発症渦査一

昭和54年1月～12月．

結果：表3, 表4,表5および表6のとおりであり，

一部は資料の部で報告 (P189~194) した．

表6. 脳・心事故発症者の追跡調査訪問

S54年1月～12月

こ 30~39 40~49 50~59 60~69 70以上 計

男 1 1 3 1 6 

女 l 1 2 

計

゜
1 2 3 2 8 

b.高血圧の一次予防に関する研究

目的：職種別にみると脳卒中発生率の高い出稼，日雇

労務者の高lfll圧管理方式を検討する．

方法：井川町出稼者 123名の循環器精密検診を 4月帰

郷時に行なう．

結果：資料集積中である．

7.母子衛生科

1)先天異常発生原因に関する研究， （ハイリス

ク新生児追跡調査） （継続）

目的．・ 「不幸なこどもをうまない運動」の一環として，

ハイリスク児や，心身障害児発生要因の予知予防に役立

てる．

方法：秋田大学医学部附属病院産婦人科で生まれ，出

性時巽府があり（定義略），入院，加療をi！なった児を

対象として，出産前後の状況を把握し，年1回の健康診

断を行いつヽ 5オまで追跡する． （中間調査中）

結果： 48年1月～51年4月までの凋査対象児 177名で

ある．このうち

① 54年度健診実施対象97名，受珍児69名 (711%).

有所見児18名 (26.1%) 

② 未受診児28名全員に保健婦訪問実施（管轄保健所

に依頼）．このうち問題あり 2名．

2)母子保健管理に関する研究（継続）

a.母子保健管理システムとしての健診，保健指導の

効率化

目的：一般乳幼児保健指導，心身障害児早期発見に楳I

する母子保健管理、ンステムについて，昭和47年より実施

のモデル町システム（神岡町）を，保健所単位として，

市町村への展開方式を研究する．

方怯：大rill保健所管内，神岡/I/]において，実際の活動

を通し，管内10市町村の交流および研修を実施．

実施状況：神岡町乳児健診（乳児86名に対し年4回，

8日1:il), 1歳6か月児健診 (106名に対し年 1回， 4 

日間）， 3歳児健診 (95名に対し年1回， 2日間）を実

施．このうち，事後菅理対象児か，乳児11名 (12.8%), 

1歳6か月児16名 (15.1%), 3歳児33名 (34.7%)で

ある．

健診終了後研修会を行なっに．

b．母子保健管理システムにおけるアンケートの役割

（継続）

- 38 _ 



目的：乳幼児健診の効率化，能率化を計る目的で作成

されたアンケート併用の効果を分析し，健診システムの

中におけるアンケートの役割を確立する．

方法：昨年に続き 1歳6か月児用アンケートを，市町

村の健診終了後，公衆衛生課を通して収集．

成績： 54年1月～ 8月まで実施の53市町村4462名につ

いて集計，解折，資料の部で報告 (P195). 

C. 1歳6か月児健康診査パイロット研究（継続）

目的： 52年から厚生省通知による市町村主体1歳6か

月児健診について，その健診システム（主として健診方

法，保健指導）のパイロット研究を行ない，全国レベル

実施への一助とするものである．

なお，本県としては，母子保健事業の市町村レベル実

施への対応にあわせ， 1歳6か月児健診を核とし，母子

保健の地域化，殊に農村地域の健診ヽンステムの確立をも

目的とする。

方法： 52年より 3か年計画で，厚生省より本県が委託

をうけ，その実施機関として協力の形で行なうもので，

今年度は最終年である．全県的な対応状況把握のほか，

健診対象地区は，昨年と同様10町村（小坂町，西木村，

岩城町，若美町，神岡町，雄和町，十文字町，鳥海村，

飯田川町，皆瀬村）である．

① 54年度の市町村対応について，アンケートによ

る謁査を69市町村に実施し，昨年との比較

② 健診方法の検討

システムパターンを策定し，保健所およびパイ

ロット町村の担当者の研修を通して展開していく．

あわせて研究附加事業として発達検査栄養調査

健診部門別タイムスタディーを行なう．

成績：資料の部で報告 (P 203) 

8. 

l)栄養指導効果に関する研究（継続）

栄
芋

低 科

表 1．みそ汁食塩濃度

a.脳卒中特別対策地区の栄養指導効果に関する研究

目的：脳卒中予防を図るため，県では昭和50年度より

脳卒中特別対策事業が実施されている．これらの事業に

対応して，食生活と栄捉摂取状況を凋査し，効率的栄捉

指導方法と，個人レベル・集団レベルの改善効果を検討

するものである．

対象・方法：対象は太田町・大雄村・雄勝町・由利町

・合川町・西木村・稲川町の45~59歳の男女である．

栄養調査は太田町・大雄村・雄勝町・由利町の 488名

について昭和54年10月，面接聞きとり方式により 2日間の

栄養調査を行なった．

つけもの食塩濃度は前記 7町村より 211検体について，

ケット赤外線水分計と食塩濃度計（全研 •NA-05) で

測定した．

みそ汁食塩濃度(478検休）・みそ食塩濃度（ 131検体）

は太田町・大雄村・雄勝町・巾利町について食塩濃度計

により各保健所が測定した．

つけものは調査時点で最も多くつくり，かつ，多く摂

取している 1種類について調査した．

みそ汁は摂取時点のから汁，みそは主に自家醸造みそ

について調査した．

結果：栄養調査成績については目的毎に分類し別途報

告する．

つけものの食塩濃度は資料の部 (P241)で報告する．

みそ汁・みその食塩棠度はIr{杯1150年測定した成績と併

せて表 1~3に示す．

こ 昭和50年 昭和 54年

測定件数測定平均値 測定件数測定平均値

件 形 件 粥

由利町 123 1.20 119 1.00 

太川町 120 1.18 125 1.01 

大雄村 115 l 28 121 0.99 

雄勝町 120 1.28 121 1.07 

--- - - -- ~.. 

4地区平均 478 1.23 486 1.02 

表2. みそ汁食塩濃度区分別の変化

J] 
あまくち 普通 しょっぱくち

霜 1.00 % 1.01~ 1.21~ 1.51 皇
以下 1.20 % 1.50 %以

120件
人 人 人 人

由利町
50 35 38 37 10 
54 119 63 40 12 4 

太川町
50 115 15 37 43 20 
54 125 69 32 19 5 

大雄村
50 120 28 32 33 27 
54 121 71 27 20 3 

雄勝町
50 118 35 26 40 17 
54 121 60 28 23 10 

4地区叶
人 人

（その
50 473 246 人(52 %) 227人, (48 %) 

割合） 54 486 390 (80%) 96 (20 %) 
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表3. みそ食塩濃度

こ
昭和53年

測定件数測定平均伯

件 形
由利町 40 15.91 

太田町 30 15.68 

大雄村 30 12.14 
雄勝町 31 12.04 

4地区平均 131 13.94 

昭和54年

測定件数測定平均値

件 彩
64 15.79 

42 12.77 

31 12.00 

27 10.63 

154 12.80 

討するものである．

対象・方法：対象は宵がん死亡高率の秋田県雄和町と

同死亡低率の東由利町の40~59歳の主として農業従事者

男・女各10名について調査した．

栄養調査は食事買上方式および面接聞きとり方式併用に

より 2日間の凋査を昭和52年・ 53年・ 54年の5月と11月

の計6回延117名について行なった．

結果：表6~9に3年間の総平均の成績と相関行列の

みをぷす．他は次報で報告する．

d.中学校生徒の栄養状況

b.食塩摂取区分比率による評価と指導方法との関係 目的：発育期の望ましい食生活パターン確立の一環と

して中学校生徒の食生活について検討するものである．

秋田県脳卒中予防のための特別対策事業の一環として， 対象・方法：秋田県井川町立井川中学校3年1+全員男

保健栄養指導が行なわれている． 女104名と本荘市立石沢中学校3年生全員男女50名につ

それら指導前後5か年問の食塩摂取量の推移と指導方 いて調査をした．

法について検討したので報告する． 栄養調査は面接聞きとり方氏により，井川町は昭和54年

調査内容方法，結果については資料の部 (P233) 5月給食ある日とない日両日の調査，本荘市は同年11月

で報告する． 給食ある 1日分について実施した．

結果：表10~11に示した．

2̀)秋田県の食生活パターンに関する研究（継続） e.食塩摂取量10g以下の栄森素摂取景と食生活

秋田県脳卒中予防0)にめ，今後の低塩指導の力向づけ

a.発育期の児と母親の栄養追跡調査 を検討するため，日本人の適正食塩摂取量成人1日10g 

目的：県民の望ましい食生活パターンを確立する目的 以下のレベルで秋田県の栄養素摂取量と食生活の状況を観

で，昭和50年より妊娠中の母親から栄養学的調査を開始 察したので報告する．

し，その後母と児の同対象について追跡調西を実施し， 調責内容，方法，結果については資料の部 (P227 l 

第1報・ 6報で報告している． で報告する．

本年度は 4歳6か月児時点で調直を行なった． f.秋田県の年齢別食塩摂取景について

対象・内容・方法：秋田県河辺Ill［在住の4歳6か月児， 県氏の望ましい食生活パターンを確｛「する日的で，昭

男児4名・女児6名とその母親10名合計20名，について 和50年から年齢別・階層別の栄養調査を実施し第10報ま

昭和54年12月調査した． で報告してきた．

栄養調査は食事買上方式で実施した． これらに加えて，昭和50年以降行なってきた諸栄養調

身体叶測・血｝士測定・血液検行（ヘモグロビン・血清 査成紬より，とくに，適正な食塩摂取への指導を図る11 

総たん白・血糖・血清中性脂肪・血清総コレステロール） 的で， 0歳児から80歳代までの年齢別・性別食塩摂取嵐

．尿検杏・検診を行なった． を3,752名の成績から報告する．

結果：今後2什：毎に追跡するので数年分」とめて報告 調査内容，方法，結果については資料の部 (P237) 

する． で報告する．

b.離乳期児と母親の栄養状況 g．ヘモグロピン値と栄養素および食品摂取との関係

目的：乳幼児期の食生活を把あくし，正しい食事指導， わが国の婦人の健康水準のなかでも貧血の問題は，極

保健指導の参考とするため離乳食調査をした． めて1州心がもたれており，その指標のつとしてヘモグ

対象・方法：秋田県神岡町の5か月児～ 1歳児の男児 ロヒン値が観寮されている．

4名・女児6名とその母親10名，合計20名について昭和 また，貧血は栄養素摂取とに反映されており，このこ

54年9月謁査した． とから，秋lll県内の815名についてヘモグロヒン値と食

栄養調査は食事買上方式により 1日分の調査を行なっ 生活の関係について調査したので報告する．

調白内容方法，結果については資料の部 (P219) 

結果：表4~5に示した． で報告する．

C •健康水準の異なる 2 地域間の食生活に関する研究

目的．’秋田県に多い白＇かんと食庄活の関辿について検
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表4. 離乳期児の栄養素摂取量 (1人1日当たり）

4
1
 

児 No. 1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 
平 均

児 性 別 ＄ 8 8 8 早 ， 早 -'i'-
， 早

月 令 5カ月18日8カ月28日 9カ月22日 12カ月 3日 4カ月18日 4カ月13日 5カ月25日 8カ月27日 9カ月 5日10カ月28日8カ月 1日

体重 kg •身長 cm 7 0・ 66.0 9.1• 71.0 10.5•73.0 9.1・76.0 6 3•62.0 7.7•64.0 8.0•66.0 9.3•75.0 7.6• 72.0 8.0• 72.0 8.3•69.7 

力 ウ プ指数 16.l 18.1 19.7 15.8 16.4 18.8 18.4 16.5 14.7 15.4 17.0 

工 ネ Jレ ギ -kcal 96 783 976 697 624 365 !09 748 1.137 1.028 656 

た ん 白 質g 3.9 35.6 32.1 27.8 23.2 13.5 4.4 29.1 40.8 35.6 24.6 

動物性たん白質g 0.6 30.9 22.0 13.0 22.8 13.3 3.4 27.1 32.7 26.3 19.2 

脂 質g 1.5 27.2 29.0 25.8 24.8 14.7 4.0 27.4 45.1 38.4 23.8 

動 物 性 脂 質g 0.4 26.0 16.5 13.4 24.8 14.5 3.7 25.9 38.3 29.4 19.3 

糖 質g 17 99 145 89 79 46 14 97 142 137 87 

コレステロー）レ mg

゜
70 79 372 

゜ ゜
18 131 653 119 144 

飽 和 脂 肪 酸g 0.1 10.8 11.5 3.8 13.8 8.1 1.1 13.1 14.6 12.1 8.9 

多価不飽和脂肪酸g 0.5 1.5 4.3 7.7 0.5 0.3 0.2 1.9 5.0 5.1 2.7 

力 Jレ シ ウ ム mg 37 826 565 363 809 472 125 754 949 914 581 

ナ 卜 リ ウ ム mg 117 982 1.619 2,166 356 207 268 734 1.735 1.427 961 

食 塩g 03 2.5 4.1 5.5 0.9 0.5 0.7 1.9 4.4 3.6 2.4 

リ ン叩 47 772 657 546 653 379 120 693 1,008 870 575 

鉄 mg 0.9 7.2 7.3 5.4 7.8 4.5 1.0 8.4 9.8 9.3 6.2 

力 リ ウ ム mg 42 320 498 303 193 59 205 87 200 720 263 

ビ 夕 ミ ン A I.U. 103 2,330 1.993 645 2,788 1,626 398 2,609 3,122 3,836 1.945 

ビ 夕 ミ ン BI mg 0.08 0.66 0.65 0.28 0.72 0.41 0.09 0.70 0.78 0.80 0.52 

ビ 夕 ミ ン 恥叩 0.02 1.25 0 93 0.53 1.22 0.70 0.19 117 1.51 1.61 0.91 

ビ 夕 ミ ン C 叩 8 45 54 15 56 32 13 47 44 98 41 

ビ 夕 ミ ン DI. U. 

゜
23 0.6 16 

゜ ゜
0.1 36 10 10 10 

母乳・ミルク当日 1日量 ml 母乳 6回ミルク 600 な し母乳 2回ミ｝レク 900 ミ｝レク 720母乳2回，ミルク60ミルク 840 ミルク 650 ミルク580

生後 2週間の栄養 人工→母乳人口→母乳人二→混合人口→混合母 乳混 合人工→混合→母乳人工→母乳人工→混合人工→混合

神岡町・ 1979.9



表5. 離乳期児曇親の栄養素摂取量（ 1人 1日当たり）

4
2
 

...-
エ・・

児 の No l 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 平 均
年 齢 ． 歳 27 25 26 28 25 28 26 23 30 28 26. 6 

体重 kg.身長 cm 51・158 43・155 41・150 48•150 50•153 58•158 54•152 60•156 57・153 55•152 51.7•153.7 
~、一

.~ •~ •~ ―‘^  ^ - -
.. 

I 体重増減辛祭 -3 0 ~15.5 -14.8 0.2 06 10.3 9.8 16.5 14.7 11.8 3.0 
•~ •• ・・-・ 

工 ネ ）レ ギ -kcal 1,969 1,337 1,890 1.605 2,372 1,261 1,900 1,864 2,265 1,575 1,804 

た ん 白 質 g 85.1 55.4 57.8 63.8 64.7 53.7 71.4 70.7 68.8 50.1 64.2 

耐j物性たん白質 g (jj 4 28.6 31.1 29 7 ぽ91J 41.2 32.8 42.1 32 0 15.l 34.3 

脂 呵ー、．、 g 聞（） 36.7 49.4 Jrヮ-/3  r 54 0 51.7 52.5 67.6 74.S 53.5 55.8 

動 物 性 脂質 g 33.8 14 9 24.1 16.1 19.9 23.6 26.6 31.1 43.9 24.9 25.9 

糖 質 g 252 200 309 215 397 141 285 246 324 213 258 

コレステロール mg 62ll 101 416 618 2[Iげ 786 782 593 580 441 514 

飽 和 脂 肋 酸 g 1ど付 6.9 10.9 9 0 8り 12.8 10.6 15 0 16 9 10.3 11.4 

多価不飽和脂肪酸 ， 23.7 9.8 9.3 19.5 19.5 17.0 17.1 17.8 19.2 16.7 17.0 

力 ）レ シ’ ウ ム ng 562 412 448 407 472 185 751 669 283 439 463 

ナ ：、 リ ゥ ム ng 凡:JO!l 6,269 2,913 7,96$ 3,597 3,114 8,861 4,89D 8,660 4,551 5,713 

iパ辻＼ • 仕•皿 g 1 ci.ll 15.9 7.4 どO.:l 9.1 7.9 22.5 1 g. 4 22.0 11.6 14.5 

リ ン mg 1,310 1,219 874 1,018 961 680 1,170 1,051 982 820 1,008 

鉄 mg ] 4 8 11.2 9.5 11'i 9ど 7.4 16.1 121 13.0 11.3 11.6 

力 リ ウ j‘ mg 1 841 1,59:: 604 l可07: 914 809 1,364 1,252 1,499 1,708 ! 1, 26 6 

ビ 夕 ミ ン A LU. 1,333 1,006 722 868 819 632 3,605 1,236 l, 1 1 1 3,030 1,436 

ビタ ミ ン B1 mg 1.08 1.24 0.39 0.71 0.80 0.54 1.10 1.07 1.18 0.92 0.90 

ヒ 夕 ミ ン B2 mg 1 llげ 0.74 0.70 I) Q4 0 7f:i 0.51 1.43 l. 4 0 0 78 1.00 0.93 

ピ 夕 ミ ン C mg り1 100 13 76 84 28 140 80 45 207 84 

ビ 夕 ミ ン D LU. 477 

゜
20 ， 40 5 20 ， ， 7 60 

神岡町・ 1979.9



表6. 身体測定値 (M士S.D.) 農村・成人 1977~1979年

雄 和 町 東 由 利 町

項 目 男 女 男 女 男 女 男 女

身 長 cm 161.4士 6.6 (N =36) 148.2土 66 (N =37) 154.7土 9.4 (N =73) 159.8士 6.6 (N=27) 150.0上 5.7 (N=29) 154.2士 8.2 (N =56) 

体 重 kg 58.8士 78 (N二 37) 50.8士 69 (N = 37) 54 8土 83 (N=74) 59 7士 6.2 (N =27) 53.4士 7.3 (N=31) 56.3士 7.5 (N=58) 
｝ 

体重増減率 ％ 4.4士 9.8 (N=36) 4.8ナ10.1 C N =37) 4.6土 9.9 (N=73) 5.9士 9.1 (N=46) 7.7士13.7 C N=48) 6.8土11.7 (N =94) 

血圧｛ 最大 127 土11 (N =28) 119 士17 (N = 29) 123 士14 (N=57) 135士13 (N=19) 137ェ16.3 (N=27) 137 士15 CN =46) 
mmHg最小 79 士 8 CN =27) 74 士10 CN =29) 76 土 9 (N =56) 83 士 8 C N = 19) 83 土10.3 C N =27) 83 士， (N =46) 

表7. 栄養素摂取量・充足率および栄養素比率（ 1人1日当たりM土S.D.) 農村・成人 1977~1979年

雄 和 町

目 男 女

4
3
 

］項

工栄ズ ：レ ： ：cal125: : : I □:I二：ニ
栄！たん白質g

動物性たん白質g
養
脂 質g

素動物性脂質g

糖烈g

摂＇コレステロー）レ mg

飽和脂肪酸csi g I 9.5土 3.6
取
多価不飽和指肪酸(P) g I 15.4士 6.0 

mg i f.60 土 200 110士33I 547 上 197 1-9士 331603 士 205
mg'8716 士睾8

g 1 22.2土 7.1

四 1435 土 366 I 111切士 310 : 11315 士358

mg I 18.7士 8.7 お士匂 14.6士 4.3 123土 371 16.6土 7.1 
mg i 1772 士 654 I 11翠土 53, I 111x>2 土 603 I 

女 ’I

充足率摂取量 充足率］摂取量

5土 261碑 ±5881 7士お 12394 =603 

85.7士 23.9I 32土 331! 99.1士 19.8

41.3士 17.11 : 41.4士 12.9

45.3士 17.3I 11 49.2士 18.7

21.9士 12.3 」 23.0士 13.1

364 士 95 I 11 454 土 119

410 ± 231 ! I 416 士 221
8.9士 4.0I II 9.4士 4.3
14.5士 5.7i | 16.3二 6.2

男

95.7士 24.6 37士 35 75.9士 188I 21士 31

47.0土 18.2 356土 139 

47.9土］5.9 42.7土 184

24.0土 10.5 19 9土 136 

394 士 99 335 土岱

497 士勾 443 土 227

男

星 I カルシウム
ミ

ナトリウム

• I不、 食
塩

充iラ リ
ン

鉄

ルヵ リ ウ ム

8.2土 4.2

13.7 + 5.4 

7048 土2276

17.9士 5.8

叩 5 士2677

20.0士 6.8

0.5土 34II 641 士245

東 由 利 町

女 男 女

充足率 摂取量 充足率 摂取量 充足率

21±29 2091 士438 8土:22 2475 土 659 14土 26

42土 28 73.7士 17.8 23土 OO 85.9土 22.6 32士 30

30.1土 102 35.5二 12.9

37.9士 14.9 433土 17.7

16.0士 9.1 19.4士 11.6

359 士 78 405 上 110

349 上2'22 381 ::'::: 223 

7.0士 3.3 8.2土 4.0

12.5士 53 14.3土 6.0

7士411531 土 232

,9781 士姻

I 24.9士 9.1
I 1474 士 319 I 11116 土 269

54士7411 19.7土 6.4 97上 641 15.3士 5.5

1: 1731 二754 I I 1436 士芍7
l l 

7032 土泣船

17.9土 5.7

H2土 391584 士 244 l-3土 41

碑土3257

21.2士8.3

1却士 343

28士 451 17.4士 6.3I 61士65
1577 士 676



A I.U. 細士2357 20士1181991 上1618 11土902195 土2020 15土1042183 士3401 9土1701677 士1205 -7土671919 士2510 0.8土
足 ビ

1.09士 0.32幻士 38 0釘士 0.33 20土必B1 口g 1記士 0.33 20ロニ 40 119土 0.4126士47 0.93土 0.40 14士50 1.05士 0.43幻士
夕

1.24土： 0.59 2士50 1.02±0.45 0.6士44 1.13士 0蕊 0.5土47 1.34士 082 6土67 0.99土 0.35-4士33
率 ミ

恥 mg 1.15土 0.6.5 1土

/O0 / C mg 133 士匂 166士173 1切士 71 153士142130 土 79 160士158 115 士 68 129士136115 士 58 130土116115 土 62.7130士
ン

192 土148 92士148D I.U. 166 ニ158 66土158179 土諏 79士153 199 士 146 99土146131 士 113 31土113 163 土 134 63士

殻類エネルギー比 52 士 10 50 土 10 51 土 10 55 土 10 55 士 10 55 士 10
栄
米エネルギー比 48 士 11 士 11 士 1146 47 51 士 10 49 士 11 50 士 10

養 たん白質エネルギー比 15 士 2 15 土 3 15 = 3 14 士 2 14 士 2 14 士 2

素 脂質エネルギー比i 17 ± 5 19 土 5 18 士 5 15 士 6 16 士 5 16 土 5

比
糖質エネルギー比 61 士 8 66 士 6 63 

― _L 
7 63 士 8 69 土 6 66 士 7 

ア）レコールエネルギー比 8 土 7 0.03 士 0.2 4 ± 6 ， 士 ， 0.1士 0.6 4 士 8 
率
動物性たん白質比 48 士 11 士 11 40 士 ， 土 10 46 47 42 土 10 士 ， 41 
動物性指質比 50 士 14 45 士 17 48 士 16 46 士 14 42 士 15 44 土 15

ナトリウム／カリウム比 5.3士 1.9 4.8 士1.6 5.0士 1.8 6.5士 3.6 5.4土 2.0 5.9士 2.9

カルシウム／リン比 05士 0.1 0.5 士 01 0.5上 0.1 0.4士 0.1 0.5土 0.1 0.5士 OJ

％ p ／ s 比 1.7士 0.5 1.8 土 0.5 1.8士 0.5 1.9士 0.6 1.9土 0.6 1.9士 0.6

N ・5・3 
I 59 1 1 7 56 61 11 7 

127 

52 

134 

4
4
 

表 8． 食品群別摂取量・食品数（ 1人1日当たり M士S.D.) 農村・成人 1977~1979年単位： g 

雄

食 品 群名 男

和

女

米類
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植 I
穀

＇大
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（パ

•加工品
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369 土 107

゜
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獣 鳥踪肉類 4U 士 58 29 

ー一―
33 ::l4 ニ 4'/ 38 士 36 22 土 22 30 _j_ 」- 31 

物
例｛ 獣鳥鯨ハム・ソーセージ 4 士 10 6 士 12 5 ± 11 4 土 10 2 土・ 6 3 二 8 

獣鳥鯨缶詰・加工品 2 ± 8 0.3土 2 1 土 6 0.4士 2 0.7 士 3 0.5土 3 
性 類

計 46 土 59 35 土 34 41 ± 48 43 土 38 24 土 23 33 土 32
9 1 

卵 類 45 土 28 40 二 27 42 

一
28 40 士 31 35 土 33 37 土 32

食

｀ 
類 40 ＋ 66 42 ± 78 41 + 72 33 土 74 35 土 73 34 土 73 

製 品 0.9 士 4 0.2 土 0.9 0.6 士 3 1 ± 5 4 土 14 3 上 11 
品

計 41 土 66 42 ± 79 41 ＝ 72 34 ± 74 40 土 73 37 ェ73
詞i 
理 加 工 品

゜
土

゜ ゜一_L ゜ ゜
± 

゜
i 

゜
土

゜ ゜
士

゜ ゜
士

゜I 
総 食 D 合 計 1755 土 425 1313 士 392 1532 土 463 1888 土 481 1365 士 337 1615 士 487ロロ

食｀ 物 性 8 士 4 7 ± 3 8 ± 3 7 士 2 6 ± 2 6 二 2 

植 物 性＇I 26 7 26 7 26 ± 7 26 土 8 
！ 
26 8 26 8 士 ± 土」 士

品
加 工 品

゜
士

゜ ゜
士

゜ ゜
土

゜ ゜
士

゜ ゜
士

゜ ゜
土

゜数 合 計 35 士 ， 33 士 ， 34 士 ， 33 士 ， 32 士 10 33 土 ， 
N 

| 
58 59 117 : 56 ＇ I 61 117 

（ ）は再掲



表9. 相関行列
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雄 和 町 東 由 利 町

（食 塩） 1.000 1.000 

（エネルギー） 0.632** 1.000 0.672** 1.000 

（たん臼質） 0.688** 0.843** l. 0 0 0 0.740** 0.859** 1.000 

（脂 質） 0.414** 0.622** 0.563** 1.000 0.394** 0.586** 0.590** 1.000 

（ビタミン A) 0.122 0 306** 0.286** 0.372** 1 000 0 097 0.148 0.180 0 192 * 1.000 

（ビタミン C) 0.248**. 0 371 ** 0.292** 0.381** 0 358** 1.000 0.309** 0.175 0.225 * 0.182 0.284** 1.000 

（カリウム） 0.568** 0.620** 0.553** 0.506** 0.252** 0.570** 1.000 0.562** 0.490** 0.510** 0.423** 0.204 * 0.694** 1.000 

（食塩） （エネルギー） （たん白質） （脂質） （ビタミンAJ（ビタミンC)（カリウム） （食塩） （エネルギ→ （たん白質） （脂質） （ビタミンA)（ビタミンC)（カリウム）

（食 塩） 1.000 1 000 
I 

：魚介類合計） 0.407** 1.000 0.293** 1.000 

（野菜漬物） 0.543** 0.201 * 1.000 0.549** 0.191 * 1.000 

（み そ） 0.606** 0.229 * 0.182 * 1.000 0.734** 0.171 0.151 1.000 

（ その他の野菜） 
！ 

0.658** 合計・ 0.617** 0.166 0.500** 0.302** 1 000 0.616** 0.165 0.387** 1.000 
l 

（緑黄色野菜） 0.049 -0.083 ~0.065 0.151 -0.060 1.000 0.183 * -0.086 0.196 * 0.254** 0.176 1.000 

（植物性食品数） 0.086 -0.139 0.224* 0.075 0.158 0.219 * 1.000 -0.097 0.028 -0.053 -0.003 -0003 0.230 * 1.000 

（食塩） （魚合介類計） （野菜漬物） （みそ） （その他の） （緑黄色） （植物性） （食塩） （魚介類） （野菜漬物） （みそ） その他の） （緑黄色） （植食物品性数）
野菜合計 野菜 食品数 合計 野菜合計 野菜

農村・成人 1977~1979年 ＊P<0.05 ** P <0.01 



3) その他調査

a• 秋田湾地区栄養調査

環境アセスメント栄狸調査を森吉町・八郎潟町・天王

町・男鹿市の84名について，昭和54年5~6月，食事買

上方式により行なった．

b.公害二次検診栄蓑調査

公害検診時の栄養調査を小坂町・十文字町・増田町の

18名について，昭和54年10月～11月，食事買上方式によ

り行なった．

C •味覚テスト用 1 形食塩濃度みそ基準液調整

栄養指導車および栄養指導のため，みそ汁味覚テスト

用19る食塩濃度みそ速準液を 12,000名分調整した．

表10.中学校生徒の栄養素摂取量・充足率および栄養素比率 (3年生男女・ 1人1日当たりM土S.D.) 1979年
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表11. 中学校生徒の食品群別摂取量・食品数(3年生男女・ 1人 1日当たりM土 S.D.) 単位 g 1979年
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ー
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類

井 JI! 町 （井川 中学校） 本荘市（石沢中学校）
品 群 名

給 食 あ り 給 食 な し 給食あり＝ 100 給 食 あ り
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゜
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子 類 75 + 1 06 76 士 105 101 32 + 45 

脂 類 13 土 15 17 七 16 131 17 土 12
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